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鉄筋範囲と種別を選択し

追加/変更

追加した鉄筋種別項目

計算書出力

• RCスラブとRCマットスラブの設計を行う[メッシュドデザイン]で、鉄筋の径別に種別を設定できるようになりました。

(1) [メッシュドデザイン] 鉄筋の径別に種別を設定

設計 > メッシュドデザイン > 配筋の基本設定 > 鉄筋種別
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名称と要素リスト選択

• RCスラブとRCマットスラブの設計を行う[メッシュドデザイン]で検定する要素と項目を登録し、計算書を一括で出力できるようになりました。

(2) [メッシュドデザイン] 検定する要素と項目を登録し、計算書を一括出力

計算書出力

検定方法と項目選択

S1の計算書

S2の計算書

S3の計算書計算書リスト

設計 > メッシュドデザイン > 計算書一括出力
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梁のたわみ制限設定

柱のたわみ制限設定

たわみ量の倍率設定

計算書出力

• AIJ-ASD02 鉄骨部材検定で、たわみ制限を指定できるようになりました。

(3) [たわみ制限] AIJ-ASD02 鉄骨部材検定で、たわみ制限指定

要素を選択

設計 > 鉄骨/CFS > 鉄骨設計 > 使用性パラメータ
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• 非線形特性 および ヒンジプロパティ 割り当て時に自動的に生成される ファイバー断面(柱)

材料定義でConfined Concreteを個別に入力して区切ります。

(4) 拘束/かぶりコンクリートを区分してRC 柱 ファイバー断面自動生成をサポート

モデル＞材料/断面＞材料定義

モデル＞材料/断面＞非線形特性＞断面のファイバー分割(梁-柱)

増分解析＞ヒンジプロパティ＞断面のファイバー分割(梁-柱)

材料定義

ファイバー断面 自動生成時分割数設定
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• 節点照会で角度情報を確認

節点照会で、3つ以上の節点をクリックした時に、角度情報を提供します。

(5) 便利な機能を追加

照会 > 照会 > 節点照会

1

2
3

4

第1節点の座標のみ出力

第2節点の座標のみ出力

第3節点の座標のみ出力
前の節点(第2節点)を中心とする角度

第4節点の座標のみ出力
前の節点（第3節点）を中心とする角度
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1
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クリック順
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• 荷重情報によるオブジェクトの選択

荷重が載荷されている要素または節点を選択します -> ツリーメニューから荷重をダブルクリックすると、荷重が載荷されているオブジェクトが選択されます。

(5) 便利な機能を追加

対象となる荷重は下記の通りです。

・節点荷重

・梁要素荷重(梁要素荷重、一般的な梁荷重)

・圧力荷重

・支点の強制変位

・温度荷重(要素温度荷重、節点温度荷重)
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• 弾性連結要素＆汎用リンク要素 結果テーブルの改善

境界グループによる結果出力のサポート

(5) 便利な機能を追加

Step 01：選択タイプにて、境界グループ 選択

Step 02：境界グループより、確認したいグループを選択

Step 03：“変更” クリック

Step 04：解析結果を確認したい荷重ケースを選択

Step 05：“OK” クリック



その他の改善とバグ修正

[動作]

・非線形特性-PMMタイプ-のI端,J端_非対称設定が .mgt書き出しに反映されない

[入力]

・［静的増分ヒンジプロパティ］でFEMAの復元力を設定できない時がある

[解析]

・［線形拘束条件］を設定したモデルがエラーとなり解析できない

・三角形板要素モデルにて異なる面内、面外厚さを設定した場合、四角形要素モデルと結果が大きく異なる

[結果]

・静的土圧荷重の入力で、方向[x-y]を使って指定すると隣り合う節点で荷重値が一致しない

[設計]

・壁の断面検定にて長柱の低減がかかっているが不要であるためプログラムを修正

・RC設計規準の特別規定の係数指定が2次設計の計算情報に連携されている
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